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印刷 卿佐々木印刷工業 

	

市 の 人 口 
	

男 25, 744人 
	

世 帯 数 	14,636 

	

53, 189人 
	

女 27, 445人 
	

（昭和56年11月1日現在）住民基本台帳から 

受賞おめでとう 

文化の 日 に授与式 

昭和56年度の市文化褒賞・市褒賞の授与式が11月 3 

日・文化の日午前10時から市中央公民館で行われ、山

口清次郎氏ら三氏に文化褒賞、辻三郎氏ら三氏に市褒

賞がそれぞれ贈られました。 

また、夫人には、内助功労章が贈られました。 

授与式には、各受賞者をはじめ市三役、市議会議長

市表彰推せん委員会委員、それにこれまでの受賞者な

ど40人ほどが出席しました。 

授与式では、君が代斉唱のあと、寺田市長が受賞者  

と夫人一人一人に褒状と勲章を手渡し、「受賞された皆

さんは、限りなく郷土を愛され、市民の模範です。今

後ともますます研さんされ、市勢の発展に尽くされん

ことを切に希望します」とあいさつしました。 

次いで、寺田市議会議長、増田市表彰推せん委員会

会長が祝辞を述べ、受賞者を代表して辻三郎氏が「身

に余る光栄で、ありがたくお受けします。今日の受賞

を肝に銘じて微力ながら市勢の発展に尽くしたい」と 

謝辞を述べました。 	〔関連記事 2. 3面に〕 



小田桐 源太郎氏 寺 田 孫一郎氏 

三 郎氏 山 口 清次郎氏 

市
褒
賞
は
辻
、小
田
桐
、高
満
氏
 

麟騒載鷺綴鷲綴難綴難 
救農土木事業等を推進 
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田、小野氏に文化褒賞議轟 
ぶf謡編￥に輝雄与に繊．に森に載算森案意に森二二輝I海舞夢感量夢海に毒二才 

文
化
褒
賞
 

地
域
の
医

療
に

貢
献
 

山
口
清
次
郎
氏

（7
5)
 

市
内
高
野
字
広
野
二
〇
 

永
ら
く
七
和
地
区
の
医
療
に
 

専
念
し
、
学
校
医
と
し
て
児
童
 

・

生
徒
を
は
じ
め
、
住
民
の
健

康
管
理
指
導
に
当
た
り
ま
し
た
。
 

か
た
わ
ら
、
健
康
で
明
る
い

村
づ
く
り
の
た
め
栄
養
講
座
を

開
設
、
新
生
活
運
動
に
取
り
組

む
な
ど
地
域
指
導
者
と
し
て
活

躍
し
て
い
ま
す
。
 

公
民
館
の
設

置
に
奔

走
 

寺
田
孫
一
郎
氏
（
7
4)
 

市
内
石
岡
字
藤
巻
 

一
〇
七
ー
一

子
弟
の
教
育
と
後
進
の
指
導

に
当
た
る
か
た
わ
ら
、
公
民
館

活
動
の
重
要
性
を
提
唱
し
、
松

島
村
、
五
所
川
原
町
の
公
民
館

の
設
置
に
奔
走
さ
れ
た
。
 

ま
た
、
市
総
合
開
発
審
議
委

員
な
ど
多
く
の
要
職
を
歴
任
、
 

市
政
の
振
興

・
発
展
に
活
躍
し

て
い
ま
す
。
 

内
助
功
労
章
 
ま
つ
さ
ん
 

ス
ポ

ー
ッ
振
興
に

尽
力
 

小
野
雄
蔵
氏
（
刀
）
 

市
内
本
町
三
八
 

永
ら
く
市
陸
上
競
技
協
会
の
 

会
長
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
 

興
と
後
輩
の
指
導
に
当
た
ら
れ
 

た
。
 

ま
た
、
交
通
安
全
協
会
、
少
 

野 雄 蔵氏 氏
 

力
 

タ
 

満
 

高
 

年
補
導
協
力
員
な
ど
多
く
の
要

職
を
歴
任
し
て
、
地
域
社
会
の

発
展
・
向
上
に
数
多
く
の
功
績

を
残
し
ま
し
た
。
 

内
助
功
労
章
 
あ
い
さ
ん
 

市
 
褒
 
賞
 

市
発
展
の
基
盤

づ
く
り
 

辻
 
三
郎
氏
（

8
3)
 

市
内
本
町
三
七
 

商
の
道
を
広
げ
る
か
た
わ
ら
、
 

地
方
自
治
の
振
興

・
発
展
に
も

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
社
会
奉
仕
活
動
に
も

献
身
す
る
な
ど
、
今
日
の
市
発

展
の
基
盤
づ
く
り
に
尽
力
し
ま

し
た
。
 

内
助
功
労
章
 
ト
キ
さ
ん
 

一年
続

き
の
稲
作

の
凶
作
に

見
舞
わ
れ

た
市
で
は

十
月
二
十

四
日
、
「
農

作
物
災
害

対
策
本
部
 

（本
部
長
 

・

寺
田
市

長
）
」
を
設

置
し
、
各

農
協
や
集

荷
業
者
を

通
じ
て
の

営
農
相
談

室
を
設
け

る
な
ど
、
 

被
害
農
家

の
救
済
に

乗
り
出
し
 

ま
し
た
。
 

対
策
本
部
は
、
市
を
は
じ
め

北
地
方
農
林
事
務
所
、
市
農
業

共
済
組
合
、
米
穀
集
荷
協
同
組

合
、
各
農
業
協
同
組
合
な
ど
約

二
十
の
農
業
関
係
機
関
、
団
体

で
構
成
し
、
被
害
農
家
救
済
の

た
め
、
市
の
内
外
の
機
関
を
通

じ
て
次
の
対
策
を
進
め
る
こ
と

を
決
め
ま
し
た
。
 

①
天
災
融
資
法
、
激
甚
災
害

法
の
適
用
、
⑦
震
業
災
害
補
償

制
度
の
充
足
、
③
制
度
資
金

の

導
入
並
び
に
融
資
枠
の
拡
大
、
 

④
規
格
外
米
の
政
府
買
入
れ
、
 

⑤
種
子
の
確
保
並
び
に
激
甚
被

災
農
家
の
飯
米
の
確
保
、
⑥
制

度
資
金
年
賦
償
還
金
の
繰
り
延

べ
、⑦
救
農
土
木
事
業
の
推
進
、
 

⑧
作
況
指
数
の
農
業
地
帯
区
分
 

「津
軽
」
の
う
ち

「
西
北
五
」
 

地
域
の
分
離
化
、
⑨
営
農
相
談

室
の
設
置
、
他
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農
業
基
盤
整
備
に

献
身
 

小
田
桐
源
太
郎
氏
（
7
5)
 

市
内
漆
川
字
玉
椿
一
ー
一

六
期
の
長
き
に
わ
た
っ
て
市

議
会
議
員
と
し
て
市
政
の
運
営

に
精
力
的
に
働
き
、
地
方
自
治

の
伸
展
に
寄
与
さ
れ
た
。
 

一
方
、
飯
詰
川
土
改
区
副
理

事
長
等
を
歴
任
、
農
業
の
基
盤

整
備
に
献
身
し
ま
し
た
。
 

内
助
功
労
章
 
フ
ョ
さ
ん
 

婦
人
の
地
位
向
上
図
る
 

高
満
タ
力
氏
（
6
6)
 

市
内
川
端
町
九
一
一
 

永
年
助
産
婦
と
し
て
母
子
保
 

健
・
衛
生

思
想
の
並
日

及
に
努
め

ら
れ
ま
し

た
。
 

一
方
、
 

市
議
会
議

員
を
四
期
 

・

十
六
年

間
つ
と
め

婦
人
の
地

位
の
向
上

と
市
勢
の

伸
展
に
大

き
く
寄
与

さ
れ
ま
し
 

た
。
 

寺田市長から市褒賞を伝達される高満タカさん 

、
 

,
 

新
議
長
は
寺
田
義
雄
氏
、副
に
成
田
守
氏
 

◇
特
別
委
員
会
 

▽
交
通
体
系
整
備
促
進
廿
＠

斎
藤
一
郎
〇
和
島
就
蔵
、
山
田

誠
紀
、
平
山
洗
一
、
泉
谷
正
志

吉
岡
良
」
一
 

▽
地
域
環
境
整
備
促
進
廿
⑥

渋
谷
守
夫
〇
石
岡
貢
、
川
浪
直

治
、
葛
西
収
三
、
船
水
信
一
、
 

小
野
仁
太
郎
 

等
年
内
完
納
を
目
途
に
強
調
 

運
動
を
実
施
中
で
す
。
 

な
お
、
納
期
限
後
の
納
付
 

強
調
期
間
を
設
け
て
納
税
者
 

の
納
期
内
完
納
、
滞
納
者
の
 

自
主
納
税
促
進
、
滞
納
整
理
 

西北五社会教育振興大会 
12月 3 日、五所川原市で 

多
数
の
参
集

を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。
 

ロ
と
き
 
十

二
月
三
日
（木
）
 

午
前
九
時
三
十

分
か
ら
 

ロ
と
こ
ろ

市
中
央
公
民
館

ロ
メ
ー
ン
テ
 

ー
マ
 

「
家庭

教
育
振
興
の
た

め
の
社
会
教
育

の
あ
り
方
を
考

え
よ
う
」
 

市
税
完
納
に
ご
協
力
を
 

一
【
 
氏
 

」
、
，か
 
ー
ー
 

義
 

，
 
一
 

・
 
、
 
田
 

■
 

一
・
 
て、
 
‘
 
寺
 

ー
ー
 
一
 
長
 

‘
ー
J
，
ー

！
 
議
 

十
月
二
十
日
招
集
さ
れ
た
改

選
後
初
の
市
議
会
臨
時
議
会
で

新
議
長
に
最
多
当
選
議
員
の
寺

田
義
雄
氏
（
六こ
が
、
ま
た
副
議

長
に
成
田
守
氏
（
四七
）
がそ
れ
ぞ

れ
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
 

新
議
長
に
選
出
さ
れ
た
寺
田

氏
は
、「
前の
不
名
誉
を
返
上
し

市
民
の
た
め
に
是
々
非
々
の
立
 
 

氏
 

守
 

田
 

成
 

長
 

議
 

副
 

場
で
議
会
の
運
営
を
図
り
た
い
 

」
と
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
臨
時
議
会
で
は
、
各

常
任
委
員
、
特
別
委
員
会
委
員

が
次
の
と
お
り
選
任
さ
れ
ま
し

た
。
 （＠
は
委
員
長
、
〇
は
副

委
員
長
）
 

◇
常
任
委
員
会
委
員
 

▽
総
務
廿
⑨
川
浪
直
治
〇
浅
 
 

川
勇
、
渋
谷
守
夫
、寺
田
義
雄
、
 

成
田
守
、
船
水
信
一
 

▽
経
済
ー
⑥
三
上
光
男
〇
和

島
就
蔵
、
川
浪
重
次
郎
、
斎
藤
 

納
期
限
 
十

一
月
三
十
日

国
民
健
康
保
険
税
 
一

覇

固
定
資
産
税
 
四

期
 

納
期
限
 
＋
ニ
月
二
十
八
 

口
］
 

国
民
健
康
保
険
税
 
四

期

市
県
民
税
 
四

期

滞
納
や
納
付
も
れ
は
あ
り
 
 

一
郎
、
三
上
理
、
山
口
徳
一

▽
民
生
廿
＠
小
野
仁
太
郎
o
 

鶴
谷
敏
雄
、
石
岡
貢
、
平
山
洗

一
、
鎌
田
清
夫
、
奈
良
清
作

▽
建
設
ー
＠
石
岡
裕
o
前
田

清
勝
、
泉
谷
正
志
、
葛
西
収
三

吉
岡
良
三
、
山
田
誠
紀
 

ま
せ
ん
か
。
今

一
度
納
付
書

を
お
た
し
か
め
し
て
未
納
の

時
は
す
み
や
か
に
納
付
し
て
 

下
さ
い
。
 

市
で
は
納
税
貯
蓄
組
合
連
 

合
会
と
提
携
し
、
市
税
完
納
 

▽
農
業
振
興
対
策

廿
＠
浅
川

勇
〇
前
田
清
勝
、
奈
良
清
作
、
 

三
上
光
男
、
川
浪
重
次
郎
、
石

岡
裕
 

▽
商
工
観
光
整
備
促
進

ー
⑥

鶴
谷
敏
雄
〇
鎌
田
清
夫
、
三
上

理
、
寺
田
義
雄
、
成
田
守
、
山

口
徳
一
一
 

大
会
で
は
、
四
つ
の
分
科
会

の
ほ
か
、「
家庭
教
育
振
興
の
た

め
の
家
庭
教
育
の
あ
り
方
を
考

え
よ
う
」
と
題
し
て
、
中
里
高

校
校
長
の
杉
沢
博
氏
が
講
演
を

し
ま
す
。
 

ロ
申
込
み
締
切
り
 
十
一
月

一
一
＋
六日

（
木）
 

ロ
申
込
み
方
法
 
所
定
の
申

込
書
用
紙
で
、
各
団
体
ご
と
に

と
り
ま
と
め
て
市
教
育
委
員
会
 

・

社
会
教
育
課
（
廿
⑩
二

一
一

一
番

・
内
線
二
五
〇

・
二
四
八

番
）
へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
 

ロ
資
料
代
 

一
人
五
百
円
。
 

に
つ
き
ま
し
て
は
『
督
促
手

数
料
』
 
一件
に
つ
き
（
期
別

毎
に
）
五
十
円
を
併
せ
て
追

徴
さ
れ
、
ま
た
『
延
滞
金
』
 

に
つ
い
て
も
本
税
に
さ
き
が

け
て
徴
収
さ
れ
ま
す
の
で
、
 

納
期
内
完
納
を
お
忘
れ
な
く

必
ら
ず
納
期
内
に
納
め
て
下

さ
い
。
 



婦
人
の
地
位
の
向
上
を
図

る
た
め
に
、
婦
人
が
か
か
え

て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を

考
え
、
共
通
の
理
解
を
得
る

た
め
の

つ
ど
い
で
す
。
 

意
見
発
表
、
海
外
派
遣
帰

国
報
告
、
講
演
「
女
性
の
自

立
の
条
件
を
探
る
」
天
野
正

子
氏
、
質
疑
応
答
、
外
 

な
お
、
参
加
料
は
、
無
料
 

釦
“
「
青森
県
婦
人

の
集
い
」
 

ふ
る
っ

て
ご
参
加
を
 

で
す
。
 

保
育
室

を
開
設

す
る
ほ
 

下
さ
い
。
 

ロ
と
 

き
 
十
一
月
二
十
一
日
（
土
）
 

午
前
十

一
時
か
ら
 

ロ
と
こ
ろ
 
青
森
県
教
育

会
館
（
青
森
市
橋
本
一
丁
目
 

一
 
一
 
）
  

ロ
つ
ど

い
の
内
容
 

か
、
昼
食
を
準
備
し
ま
す
。
 

ロ
申
込
み
締
切
り
 
十

一

月
十
八
日
（
水
）
ま
で
 

ロ
申
込
み
先
 
市
教
育
委

員
会
社
会
教
育
課
（

廿
⑩
一
一

一
一
一
番
・
内
線
二
五
〇
番
）
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年末●年始資金のご案内 

【
 

県
信
用
保
証
協
会
で
は
、
中
 

小
企
業
者
の
年
末
、
年
始
の
金
 

融
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、
特
 

別
保
証
制
度
を
実
施
し
ま
す
の
 

で
ご
利
用
下
さ
い
。
 

一
、
保
証
対
象
 

県
内
に
主
な
事
業
所
を
有
す
 

る
中
小
企
業
者
 

ニ
、
保
証
条
件
 

①
資
金
の
使
途
 

運
転
資
金
 

②
保
証
金
額
 

企
業
に
つ
き
五
、
〇
〇
〇
 

国
民
金
融
公
庫
で
は
、
十
月

一
日
か
ら
年
末
資
金
の
取
り
扱

い
を
始
め
ま
し
た
。
 

七
月
以
降
の
天
候
回
復
に
よ

り
、
景
況
の
見
通
し
も
明
る
い

と
こ
ろ
か
ら
公
庫
の
窓
口
の
混

雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
 

年
末
用
商
品

の
仕
入
資
金
、
 

買
掛
手
形
決
済
資
金
、
ボ
ー
ナ

ス
資
金
な
ど
を
必
要
と
す
る
方

は
早
目
に
ご
相
談
下
さ
い
。
 

ロ
貸
付
限
度
 

一
、
八
〇
〇

万
円
（
普
通
貸
付
）
 

ロ
貸
付
期
間
 
運
転
資
金
五

年
以
内
、
設
備
資
金
七
年
以
内
 

万
円
以
内
 

た
だ
し
、
組
合
が
組
合
員
に
 

転
貸
す
る
場
合
は
一
組
合
員
五
 

、
〇
〇
〇
万
円
以
内
と
し
、
そ
 

の
組
合
に
対
す
る
保
証
限
度
は
 

一
二
、
〇
〇
〇
万
円
以
内
と
す
 

る
。
 

③
保
証
期
間
 

六
カ
月
以
内
 

④
保
証
形
式
 

手
形
貸
付
、
証
書
貸
付
及
び
 

手
形
割
引
の
保
証
 

⑤
償
還
方
法
 

ロ
貸
付
利
率
 
年
八
・
三
％

ご
相
談
は
、
商
工
会
議
所
、
 

ま
た
は
国
民
金
融
公
庫
弘
前
支

店

（
云
〇
一
七
二
⑩
六
三
〇
三
 

）
へ
。
 

一
括
払
い
、
ま
た
は
割
賦
償
 

還
 ⑥

利
息
及
び
保
証
料
 

利
息
 
取
扱
金
融
機
関
の
所
 

定
利
率
 

保
証
料
 
年
率
〇

・
九
八
％
 

（
「
裸
証人
及
び
担
保
 

保
証
人
は
一
人
以
上
と
し
、
 

必
要
に
応
じ
担
保
を
徴
す
る
。
 

受
付
場
所
 

取
扱
金
融
機
関
及
び
信
用
保
 

証
協
会
 

実
施
期
間
 

昭
和
五
十
七
年
一
月
三
十
一
 

日
ま
で
。
 

唐
笠
柳
字
藤
巻
、
大
字
湊
字
千

鳥
、
大
字
姥
池
字
桜
木
地
内

ロ
期
間
 
十

一
月
九
日
（
月
 

）
か
ら
十
二
月
下
旬
ま
で
。
（
時

間
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後

四
時
三
十
分
ま
で
）
 

ロ
お
問
合
わ

せ
先
 
市
都
市

計
画
課
（
廿
⑩
二
一
一
一
番

・

内
線
二
三
三
番

・
二
三
五
番
）
 

一
一
等
陸
・
海
・
空士
 

ロ
募
集
人
員
 
陸

・

海

・
空
約
二
万
一
千
人

ロ
資
格
 
十
八
歳
以

上
二
十
五
歳
未
満
者

ロ
受
付
期
問
 
常
時

ロ
試
験
期
日
 
受
付

時
に
指
定
し
ま
す
。
（
五

十
七
年
三
月
高
卒
予
定

者
は
十
月
一
日
以
降
）
 

ロ
合
格
発
表
 
試
験

後
お
お
む
ね

ー
カ
月

ロ
入

（
校
）
隊
 
採

用
予
定
通
知
書
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
 

ロ
待
遇
・
そ
の
他

陸
上
は
二
年
（
技
術

三
年
）
、海
上

・
航
空
は

三
年
を

一
任
期
と
し
て

任
用
さ
れ
、
曹
・
幹
部

へ
の
道
が
ひ
ら
か
れ
て

い
ま
す
。
 

ロ
お
問
合
わ
せ
先

自
衛
隊
青
森
地
方
連

絡
部
五
所
川
原
募
集
事

務
所
（
呑
⑩
二
三
〇
五

番
）
 

県
信
用
、
特
別
保
証
制
度
を
実
施
 

国
民
金
融
公
庫
で
も
年
末
資
金
 

測
量
で
現
地
立
ち
入
り
 

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
 

市
で
は
、
南
部
地
区
土
地
区
 
立
ち

入
り
に
つ
い
て
ご
了
承
の

画
整
理
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、
 
う
え
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

次
の
地
内
で
現
況
測
量
を
行
い
 

ロ
測
量
場
所
 
市
内
字
鳥
森

ま
す
。
測
量
の
た
め
の
土
地
の
 
字
八

重
菊
、
字
下
り
枝
、
大
字
 

自 衛 官 募 集 案 内 
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事故見舞金制度の給付内訳 

出稼者・留守濠庭の皆さんノで二 

種 類 事 故・災 害 の 程 度 給付額 

死 亡 

見舞金 

出稼中（出発から帰宅まで）における死

亡。ただし、一時帰省中の死亡を除く 

円 

500,000 

傷 病

見舞金 

出稼中における負 

傷または疾病で休 

業療養を要するも 

の 

6 月以上であるもの 80,000 

3 月以上 6 月未満で

あるもの 
60,000 

1月以上 3 月未満で

あるもの 
50,000 

障 害

見舞金 

出稼中における負傷または疾病による障

害で通常の就労を不能とする程度のもの 
200,000 

火 災

見舞金 

加入者の留守宅の火災による焼失 

（半焼以上） 
80,000 

加入者の出稼就労宿舎の火災で加入者に

著しい損害を生じさせたもの 
30,000 

あなたの本棚にー冊 

昭和56年度版~ 

青森県の割 

,
 

,
 

覚
せ
い
剤
・
サ
ラ
金
相
談
電
話
 

ひ
と
り

悩
ま
ず
ダ

イ
ヤ
ル

を
 

青
森
県
警
で
は
、
十

一
月
一

日
か
ら
三
十
日
ま
で
の
ー
カ
月

間
、
高
い
利
息
や
乱
暴
な
取
り

立
て
を
し
て
い
る
悪
質
な
金
融

事
犯
の
取
り
締
ま
り
月
間
を
実
 
 

施
し
て
お
り
ま
す
。
 

最
近
、
安
易
な
サ
ラ
金
利
用
 

か
ら
、
家
出
、
自
殺
、
 一
家
の

離
散
な
ど
家
庭
の
悲
劇
が
深
刻

化
し
て
い
ま
す
。
 

県
警
で
は
、
こ
の
よ
う
な
サ

ラ
金
悲
劇
や
覚
せ
い
剤
の
乱
用

を
防
ぐ
た
め
、
覚
せ
い
剤
サ
ラ
 
 

金
相
談

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
「
覚

せ
い
剤
、
サ
ラ
金
相
談
電
話
」
 

⑩
肩
四
四
八
八
番
を

開
設
し
、
 

親
身
に
な
っ
て
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。
 

「
高
い
利
息
を
と
っ
て
い
る
 

最
近
の
犯
罪
は
、
ま
す
ま
す

凶
悪
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
 

現
在
、
全
国
で
約
五
千
人
が
何

ん
ら
か
の
犯
罪
で
指
名
手
配
さ
 

ロ
ど
ん
な
制
度
 

県

・
市
町
村
の
負
担

金
及
び
加
入
者
の
掛
け

金
を
財
源
と
し
、
出
稼

ぎ
さ
れ
る
方
が
安
心
し

て
就
労
で
き
る
よ
う
就

労
先
で
事
故
・
病
気
に

あ
っ
た
と
き
、
ま
た
は

留
守
宅
、
宿
舎
が
火
災

に
あ
っ
た
と
き
見
舞
い

金
を
給
付
す
る
制
度
で

す
。
 

ロ
加
入
で
き
る
方

一
年
未
満
、
 ー
カ
月

以
上
居
住
地
を
離
れ
て

就
労
し
、
就
労
後
は
居
 
 

」
、
「借
金
の
か
た
に
、
監
禁
さ

れ
て
い
る
」
、
「
乱
暴
な
取
り
立

て
を
し
て
い
る
」
、な
ど
悪
質
な

被
害
に
あ
っ
て
い
る
方
は
、
ひ

と
り
悩
ま
ず
、
気
軽
に
ダ
イ
ヤ

ル
を
回
し
ま
し
ょ
う
。
 

れ
て
お
り
ま
す
。
 

警
察
で
は
、
こ
れ
ら
犯
人
が

再
び
罪
を
犯
す
の
を
防
止
す
る

た
め
に
も
、
全
力
で
そ
の
行
方
 

住
地
に
帰
る
人
な
ら
ど
な
た
で

も
加
入
で
き
ま
す
。
 

ロ
掛
け
金
 

掛
け
金
は

一
人
六
百
円
で
、
 

加
入
し
た
日
か
ら
一
年
間
有
効

で
す
。
 

を
追
っ
て
お
り
ま
す
。
 

ま
た
、
こ
れ
ら
の
犯
人
を
で

き
る
だ
け
早
く
検
挙
す
る
た
め

十

一
月
中
を

「指
名
手
配
被
疑

者
捜
査
強
化
月
間
」
に
定
め
、
 

特
に
追
跡
捜
査
を
強
化
し
て
お

り
ま
す
。
 

こ
れ
ま
で
も
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
数
々
の
ご
協
力
を

い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
月

間
中
、
重
要
犯
人
に
つ
い
て
は

新
聞
、
テ
レ
ビ
等
で
お
知
ら
せ

す
る
ほ
か
、
街
頭
に
ポ
ス
タ

ー
 

チ
ラ
シ
を
掲
示
し
ま
す
の
で
、
 

犯
人
検
挙
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
 

ロ
加
入
手
続
き
 

出
稼
ぎ
就
労
地
の
住
所
、
会

社
名
を
確
認
の
う
え
、
本
人
ま

た
は
家
族
、
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
 

ー
、
出
稼
団
体
役
員
等
ど
な
た

で
も
手
続
き
が
で
き
ま
す
。
 

ロ
加
入
申
し
込
み
は
 

市
出
稼
対
策
係
（
廿
⑩
二

一

一
一
番

・
内
線
二
八
〇
番
）
へ
 
 

ー
県
勢
要
覧

ー
 

“美
麗
な
表
紙
、
明

快
な
解
説
、
豊
富
な

資
料
）
 

o

頒
価
 

一
部
一
千
円

〇
お
申
込
み
 
1
1月
2
0日

ま
で
に
 

〇
お
申
込
み
先
 
市
総
務

課
企
画
室

（
”
⑩
二
一

一
一
番
、
内
線
三

一
八
 

・

三
一
九
番
）
 

o

刊
行
 
昭
和
5
7年
1
月

県
勢
の
あ
ら
ま
し
を
知

る
に
は
最
適
で
す
ク
 

県
民
座
右
の
書
と
し
て

お
す
す
め
し
ま
す
。
 

犯
罪
の

な
い

明
る
い

ま
ち

を
 

指
名
手
配
犯

人
逮

捕
に
ご

協
力
を
 

事
故
見

舞
金
制

度
の
ご

案
内
 

松
島

小
に
ビ

デ
オ
と
カ
メ
ラ
 

事
故
犠
牲
の
娘
の
形
見
に
贈
る
 

市
内
米
田
の
佐
藤
甚
左
衛
門
 

先
き
に
交
通
事
故
の
痛
ま
し

さ
ん
は
こ
の
ほ
ど
、
市
立
松
島
 
い

犠
牲
と
な
っ
た
、
長
女
友
美

小
学
校
に
ビ
デ
オ
と
カ
メ
ラ
ー
 

さ
ん

（
一年
生
）
の
形
見
に
贈

式
（
五
十
万
円
相
当
）
を
寄
贈
 
っ

た
も
の
で
す
。
 

し
ま
し
た
。
 



件
 

要
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＋
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奥
さ
ん
も
国
民
年
金
に
加
入
を
 

国民年金法障害等級表 

級 郡
 
轟か
 

一 

の
方
 
る
方
 
る
方
 

め
ら
れ

る
程
度
の
方
 

両
上
肢
の
す
べ

て
の
指
を
欠
く
方
 

両
下
肢
を
足
関
節
以
上
で

欠
く
方
 

同
程
度
以
上

と
認
め
ら
れ

る
程
度
の
方
 

両
眼
の
視

力
の
和
が
〇
・
〇
四
以
ド

の
方
 

両
上
肢
の
機
能
に

著
し

い
障
害
を

有
す
る
方
 

両
下
肢
の
機
能
に

著
し
い
障
害
を

有
す
る
方
 

両
耳
の
聴
力
損
失

が
九
〇
デ
シ
べ
ル

以
上
の
方

号
と
同
程
度
以
上

と
認
め
ら
れ

る
状
態
で
あ
っ

て
、
日

両
上
肢
の
す
べ
て

の
指
の
機
能
に

著
し
い

障
害
を

有
す

又
は
立
ち

上
る

こ
と
が
で
き
な
い

程
度
の
障
害
を

有
す

又
は
長
期
に
わ

た
る
安
静
を

必
要
と
す
る

病
状
が
前
各

精
神
の
障
害
で

あ
っ

て
、
前
各
号
と
同
程
度
以

上
と
認

常
生
活

の
用
を
弁
ず
る
こ
と
を
不
能
な
ら
し

め
る
程

度

体
幹
の

機
能
に

す
わ
っ

て
い
る
こ
と
が
で
き
な
い
程
度

が
重
複
す
る

場
合
で

あ
っ
て
、
そ
の
状
態
が
前
各
号

と

前
各
号
に

掲
げ

る
も
の
の
ほ
か
、

身
体

の
機
能
の
障
害

身
体

の
機
能
の

障
害
若
し

く
は
病
状
又
は
精
神
の
障
害
 

瞬
と

障
 

告
の

状
態
 

(
3）
障
害
年
金

国
民
年
金
に
加
入

し
て
い
る
人
、
ま
た

は
老
齢
年
金
を
受
け

て
い
る
人
、
受
け
る

資
格
が
あ
る
人
が
六

十
五
歳
に
達
す
る
前

に
病
気
ゃ
け
が
に
よ

っ
て
障
害
者
に
な
っ

た
場
合
に
支
給
さ
れ

ま
す
。
 

⑨
受
け
ら
れ
る
要

件
 ①

認
定
日
に
、
国

民
年
金
の
障
害
等
級

表
の
状
態
に
該
当
し

て
い
る
こ
と
 

（注
）
認
定
日
と

は
、
病
気
や
け
が
に
 

よ
っ
て
初
め
て
診
療
を
受
け

て
か
ら
一
年
六
カ
月
を
経
過

し
た
日
、
ま
た
は
一
年
六
カ

月
を
経
過
し
て
い
な
い
が
、
 

状
態
が
固
定
し
た
日
の
こ
と

で
す
。
 

②
保
険
料
を
納
め
て
い
る

状
況
が
、
初
め
て
診
療
を
受

け
た
日
の
前
日
で
次
の
ど
れ

か
に
該
当
し
て
い
る
こ
と

①
最
近
の

一
年
間
の
保
険
 

①
最
近
の
三
年
間
の
保
険

料
を
納
め
て
い
る
か
、
ま
た

は
免
除
を
受
け
て
い
る
こ
と

⑦
保
険
料
を
納
め
た
期
間

料
を
す
べ
て
納
め
て
い
る
こ
 
が

十
五
年
以
上
あ
る
こ
と
ー
 

と
。

（
他
の
公
的
年
金
の
加
入
 

な
ど
 

期
間
も
含
む
）
 

＠
年
金
額
 

ー
級
障
害
6
7
5
、
9
0
0
円
（
月
額
5
6
、
3
2
5
円
）
 

2
級
障
害
5
4
0
、
7
0
0
円
（
月
額
4
5
、
0
5
8
円
）
 

国
民
年
金
は
、
農
業
や
商
業

な
ど
自
営
業
の
人
及
び
厚
生
年

金

（
公
的
年
金
）
に
加
入
し
て

い
な
い
人
が
加
入
の
対
象
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
厚
生
年
金
な

ど
に
加
入
し
て
い
る
サ
ラ
リ

ー
 

マ
ン
の
奥
様
方
も
希
望
に
よ
り

国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
 

奥
様
が
国
民
年
金
に
加
入
す

る
と
、
将
来
ご
主
人
は
職
場
で

加
入
し
て
い
る
年
金
制
度
か
ら

奥
様
は
国
民
年
金
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
老
齢
年
金
が
受
け
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
 

ま
た
、
不
慮
の
事
故
に
あ
っ

た
と
き
は
、
障
害
年
金
や
母
子

年
金
が
受
け
ら
れ
る

こ
と
に
な
 
 

り
ま
す
。
 

老
後
の
た
め
に
、

い
ざ
と
い

う
と
き
の
た
め
に
奥
様
も
国
民

年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。
 

国
民
年
金
に
つ
い
て
、
詳
し

く
知
り
た
い
人
は
、
市
社
会
課
 

・

国
民
年
金
係
へ
お
た
ず
ね
下
 

さ
い
。
 

国
民
年
金
保
険
 

料
 
の
 
免
 
除
 

災
害
に
よ
る
国
民
年
金
の
救
 

済
措
置
は
、
保
険
料
の
免
除
制
 

度
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
 

・

保
険
料
を
滞
納
の
ま
ま
に
し

ま
す
と
、
万
一
事
故
に
あ
っ
た

と
き
に
、
障
害
年
金
や
母
子
年

金
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
 

ま
た
、
将
来
老
齢
年
金
が

受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ

う
に
、
必
ず
保
険
料
は
早
め
に

納
め
る
か
、
国
民
年
金
係
へ
印

鑑
ご
持
参
の
う
え
、
免
除
の
申

し
出
を
し
て
下
さ
い
。
 

移
動
健
康
教
室
 

ロ
と
き
 
十
二
月
一
日
（
火
 

）
午
後
一
時
か
ら
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
内
川
山
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
中
川

ロ
テ
ー
マ
 

「
お医
者
さ
ん

へ
の
上
手
な
か
か
り
方
」
 
につ

い
て
 

ロ
講
師
 
佐
藤
仁
氏
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級 柳
 
I
:
柵
山
 

七 六 五 四三二一 〇九八 七 六五四三二 

方
 
方
 
方
 

る
方
 

有
す
る
方
 

め
ら
れ

る
程
度
の
方
 

に
著
し

い
障
害
を

有
す
る
方
 

一
上
肢
の
す
べ

て
の
指
を

欠
く
方
 

両
下
肢
の
す
べ
て
の
指
を

欠
く
方
 

一
下
肢
を
足
関
節
以
上
で

欠
く
方
 

平
衡
機
能
に

著
し
い
障

害
を
有
す
る
方
 

同
程
度
以
上

と
認
め
ら
れ

る
程
度
の
方
 

岨
噌
（
そ
し
や

く
）
の
機
能
を

欠
く
方
 

一
上
肢
の
機
能
に

著
し
い
障
害
を
有
す
る
方
 

一
下
肢
の
機
能
に

著
し
い

障
害
を
有
す
る
方
 

両
耳
の
聴
力
損
失
が

八
〇
デ

シ
べ
ル
以
上

の
方
 

音
声
又

は
言
語
機
能
に

著
し
い
障
害
を

有
す
る
方
 

号
と
同
程
度
以
上

と
認
め
ら
れ

る
状
態
で

あ
っ

て
、
日
 

両
上
肢
の
お

や
指
及
び

ひ
と
さ
し
指
又
は
中
指
を

欠
く
 

両
眼
の

視
力

の
和
が
〇

・
〇
五
以
上
〇

・
〇
八
以
下
の
 

一
上
肢
の
す
べ

て
の
指
の
機
能
に

著
し
い
障
害
を

有
す
 

両
上
肢
の
お

や
指
及
び

ひ
と
さ
し
指
又

は
中
指
の
機
能
 

又
は
長
期
に
わ

た
る
安
静
を

必
要
と
す
る
病
状
が

前
各
 

精
神
の
障
害
で

あ
っ

て
、
前
各
号
と
同
程
度
以
上

と
認
 

常
生
活
が

著
し

い
制
限
を

受
け
る
か
、

又
は
日
常
生
活
 

に
著
し
い

制
限
を

加
え
る
こ

と
を
必
要
と
す
る
程

度
の
 

体
幹
の
機
能
に

歩
く
こ
と
が
で
き
な
い

程
度
の
障

害
を
 

前
各
号
に
掲
げ

る
も
の
の
ほ
か
、

身
体
の
機
能
の
障
害
 

が
重
複
す
る

場
合
で

あ
っ

て
、
そ
の
状
態
が

前
各
号

と
 

身
体
の
機
能

の
障
害
若
し

く
は
病
状
又

は
精
神
の
障
害
 

障
害
編
一

状
態
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どんな本がほしいか 

配本日は毎月第一・第三の火曜日～日曜日 

番号 1 2 3 4 5 6 7
  

8 9 0 

種類 哲学 歴史 
乙、 
ム 

学 
自然
科学 

工業 産業 芸術 語学 文学 
撃記 
(tの1也J 

曜日 火 水 木 金 土 日 

地区 」未 

梅 沢 

長
七
 
橋

和
 

飯 詰 
毘沙門 

中
一
一

一
 
川
好
 

松 	島 
新宮団地 
小 	曲 

五
所
川
原
保
健
所
で
は
、
 

（火
）
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
 

次
の
日
程
で
「移
動
保
健
所
」
 
ロ
と

こ
ろ
 
市
農
協
梅
田
支
 

を
開
設
し
ま
す
。
 

所
 

醜
詳
」
 移
動
保
健
所
を
開
設
 ロ
実
施
内
容

一
般
健
康
相
 

今
年
は
国
際
障
害
者
年
で

す

が
、
市
立
図
書
館
で

は
、
お
年

寄
り
ゃ
体
の
不
自
由
な
人
た
ち

に
、
自
宅
に
居
な
が
ら
自
分
の

好
き
な
本
を
読
め
る
よ
う
に

電

話
に
よ
る
配
本
の
サ
ー
ビ

ス
を

行
い
ま
吃
 

ど
う
ぞ
ご
利
用
下
さ
い
。
 

ご
希
望
の
方
は
、
住
所
、
世
 
 

帯
主
名
、
家
の
位
置
、
ど
ん
な

本
が
ほ
し
い
か
を
電
話
で
ご
連

絡
下
さ
い
。
 

ロ
連
絡
先
 
市
立
図
書
館
（
 

廿
⑩
四
三
三
四
番
）
 

ロ
配
本
日
 
毎
月
第

一
・
第

三
火
曜
日
ー
日
曜
日
（月
曜
日
、
 

祝
祭
日
は
休
館
日
で
す
。）
 

な
お
、
地
区
別
の
配
本
日
及
 
 

び
蔵
書
分
類
は
別
表

の
と
お
り

で
す
。
 

市
立
図
書
館
で
は
、
体
の
不

自
由
な
人
た
ち
の
た
め
に
、
車

イ
ス
で
入
れ
る
よ
う
に
し
た
り

ト
イ
レ
の
利
用
に
不
便
が
な
い

よ
う
書
架
と
書
架
の
間
隔
を
広

げ
た
り
、
カ
ウ
ン
タ
ー
の
高
さ

を
考
慮
し
て
お
り
ま
す
。
 

一
日
婦
人
消
防
士
が
十
月

二
十
六
日
、
市
庁
舎
前
の
お

祭
り
広
場
で
消
火
器
に
よ
る
 

消
火
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
 

一
日
婦
人
消
防
士
に
な
っ

た
の
は
、
大
町
の
対
馬
滋
子

さ
ん
（
二こ
ら
十
人
。
 

十
人
は
一
日
消
防
士
の
辞

令
を
受
け
取
っ
た
あ
と
、
五
 

所
川
原
消
防
署
の
通
報

・
出

動
業
務
を
実
地
に
見
学
、
お

祭
り
広
場
で
は
係
員
の
指
導

で
消
火
器
の
構
造
か
ら
扱
い

方
な
ど
を
細
か
に
学
び
、
さ

っ
そ
く
消
火
訓
練
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。
 

市
町
内
会
連
合
会
（
寺
田
清

会
長
）
と
市
交
通
事
故
防
止
緊

急
対
策
本
部
（
本
部
長

・
寺
田

市
長
）
は
、
市
民
ぐ
る
み
で
交

通
事
故
防
止
運
動
を
進
め
る
た

め
、
こ
の
ほ
ど
交
通
安
全
ス
テ

ッ
カ
ー
と
宣
言
書
用
紙
を
毎
戸

に
配
布
し
、
署
名
に
協
力
を
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。
 
 

（
金
）
午
前
九
時
三
十
分
か
ら

ロ
と
こ
ろ
 
高
野
公
民
館

ロ
と
き
 
十

一
月
二
十
四
日
 

医
師
会
と
家
庭
を
結
ぶ
、
「
み

ん
な
の
健
康
教
室
」
が
次
の
日

程
で
開
か
れ
ま
す
。
 

お
気
軽
に
お

い
で
下
さ
い
。
 

今
回
の
テ

ー
マ
は
、「
心
筋
硬

塞
」
 
につ
い
て
で
す
。
 

ロ
と
き
 
十

一
月
二
十
七
日
 

（
金
）
午
後
一
時
か
ら
 

ロ
と
こ
ろ
 
産
経
会
館
四
階

ホ
ー
ル
 

交
通
安
全
ス
テ
ッ
カ
ー
は
、
 

「人
も
車
も
交
通
ル
ー
ル
を
守

り
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
た

も
の
で
、
宣
言
書
は
、
 
「
地域

住
民
が
心
を

ー
つ
に
し
て
、
交

通
ル
ー
ル
を
堅
く
守
る
こ
と
を

宣
言
す
る
…
」
と
い
う
主
旨
の

も
の
で
、
毎
戸
の
署
名
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。
 
 

談
、
血
圧
測
定
、
衛
生
検
査
 

（検
尿
、
血
液
型
、
血
色
素
 

）
、総
合
健
康
診
断
 

ロ
主
催
 
北
五
医
師
会
、
五

所
川
原
市
民
保
健
協
議
会

年
間
を
と
お
し
て
聴
講
さ
れ

た
方
に
は
、
修
了
証
と
記
念
品

を
差
し
上
げ
ま
す
。
 

街
頭
献
血
の
ご
案
内
 

あ
な
た
も
献
血
手
帳
を

移
動
採
血
車
「
青

い
鳥
号
」
 

が
、
次
の
日
程
で
街
頭
献
血
を

行
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

@
＋
一
月
ニ
十
日

（金
）
 

〇
午
前
十
時
か
ら
正
午
ま
で

敷
島
町

・
敷
島
分
院
前
 

〇
当
日
午
後
一
時
三
十
分
か

ら
三
時
ま
で
、
裏
田
町

・
東
北

電
力
五
所
川
原
営
業
所
構
内

＠
十
ニ
月
四
日

（
金）
 

〇
午
前
十
時
か
ら
正
午
ま
で

末
広
町

・
五
所
川
原
保
健
所
前

〇
当
日
午
後
一
時
三
十
分
か

ら
三
時
ま
で
、
布
屋
町

・
西
北

中
央
病
院
前
 

ー
お
年
寄
り
や
体

の
不
自
由
な
方

へ
 

電
話
で

配
本
サ
ー
ビ

ス
 

ミ日頃から消火の知識をミ 
―日婦人消防士が訓練 

あ
な
た
も
交
通
安
全
宣
言
を
 

毎
戸
に
ス
テ
ッ
カ
ー
等
を
配
布
 

「
心
筋

硬
塞
」
に

つ
い
て
 
み
ん
な
の
健康
教
室
 



「
交
通
事
故
防

止
は
、

市

民
一

人
一
人

の
毎
日
の
心
が

け
か

ら
」
 

交
通
死

亡
事
故
多

発
非
常

事
態
（
皇
言
中
の
十

月
三
十

日

志
賀
副
知
事
、

西

川
県

警
察

本
部
長
、

高
橋
市

助
役

ら
が

大
町
旧
ロ

ー
タ

リ
ー

角
の

街

頭
か

ら
多

発
す
る

交
通
事

故

の
防
止

を

訴
え

ま
し

た
。
 

か 

市民一人一人の心がけから
副知事らが事故防止訴える 

第
1
5回
歳
末
助
け
合
い
芸
能
祭
 

み
ん

な
で

明
る
い
お

正
月
を

迎
え

る
た
め
、

多
数
の
ご

観
覧

を
お

待
ち
し

て
い

ま
す
。
 

工
藤
尚
造

・
野
呂
義

明
・
大
 

谷
百
合

子
一
行
 

ロ
と
き
 

十
二

月
六

日
（

日
 

）
午
前
十
時
か

ら
 

ロ
と

こ
ろ
 

市

民
文
化
会

館

ロ
主

催
 
ち
ど

り
会
 

ロ
後
援
 

市
社
会

福
祉

協
議

会
、

陸
奥
新
報

社
、

青
森
テ
レ

ビ

（
A
T
v
)
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新 受 入 図 書 

―ご利用下さい 	
市立図書館 

書 	名 著 者 名 書 	名 著 者 名 
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白
 軒
 
「
 
）
 
雌
 

蹄
綾

0
c
O
A
 

Q
)
f
 

？
叫
 
』
 
」
 畔
 ”
 村
 
農
 農
 m
 
?
 
 

年
 
す
 

ス
 
国
 
済
 
『

「
子
 も
に

態
占
「
験
 
か
 

？
字
 加
丑
 は
か
 
た
 

A
 
り
 
ス
 

0
1
 業
 
』
系
 
で
 
記
 

日
 

人
 
幸
 

新
 
巻
 
生
 

結
し
べ

と
 
語
 
科
 

姿
 
ガ
 

イ
何
 
私
 

洋
 
暮
 

日
 

新
 
日
 
日
 

紅
 
ど
 

俊
 
倫
 
陽
 
加
 
聞
 

教
 
政
 
鵬
 

邦
 
泰
 

健
 
申
 

孝
 
御
 
聞
 
轍
 

一
一
 信

輔
 
行
 
一
一
 
こ
 
社
 
博
 

子
 
夫
 
会
 

進
 
誠
 

男
 
一
 
一
 
グ
 

一
 
郎
 
社
 

送
 
津
 

郎
 
子

兄
 

立
 

川
 
だ
 
”
 

尾
 
元
 
木
 
購
 

藤
 
村
 

田
 
野
 

村
 
ひ
 

田
 
藤
 

n
 
K
E
 

野
 
羽

鶴
 
足
 
秋
 
お
 

読
 

松
 

木
 
鈴
 
全
 

佐
 
中
 

柳
 
長
 

竹
 
ド
 

幸
 
佐
 
朝
 

N
 
原
 
小
 

乙
 

か
 

4m
 

ー
 

国
 

1
 
1一
 
ー
 

I
．
 
「J
 
づ
 
ー
 

i
 
日
 

引
 
ー
 

ー
  

新
 

j
 

【
「
 

断
 

日
 

オ 	チ 	の 表 情 秋 田 賓 

香 水 と 	手 袋 佐 野 洋 

冬 	の 	虹 津 村 節 子 

秋 中 村 真一郎 

野ぶどう を摘む 中 沢 け い 

魔 境 殺神事件 半 村 良 

無 	き 	が 如 	き 林 京 子 

いっのまにか晴れた空 見 延 典 子 

ダイ ャモ ン ドは
傷 っ か な い 

三 石 由起子 

鏡の中のガラスの船 山 川 健 

天使よ海に舞え

円 地 文子 全 集 

山 

円 

本 

地 

道 

文 

子 

子 

川 端 康成 全集 

生 	命 	の 	詩 

川 

三 

端 

木 

康 成 

卓 

子どもと女と本の世界 

楽 し 	く走 ろ う 

山 花 郁 子 

w・J・ 
ン 	ョ 	ソ ギ ン 	グ ボウエル・マン 

冬 	祭 	り 秦 恒 平 

東日流外三郡誌年表 豊 島 勝 蔵 

青 森 に 生 き る 竹 内 俊 吉 

日 と 夜 の 対話 藤 田 桂 子 

歌 集 紅 冬 花 大 沢 寿 夫 

な ん て 美 し い 
女 性 	だ 	ろ 	う 

千 宗 室 

’ 青森県最低賃金改定のお知らせ 
青森労働基準局 

昭和55年10月20日から実施された青森県最低賃金（ 1日 

廃 2.542円）が次のとおり改正されましたのでお矢ロらせいたし 

費 γ正決定内容 
に 実施年月日 昭相56年io月20日 

最低賃金額 1 日 2,707円 

賃金の大部分が時間によって定められている方については、 

1 時間 339円 

ただし、次に掲げる賃金は、最低賃金額の算定には含まれ

ておりません。 

(1）精皆勤手当、(2）通勤手当、(3)家族手当、(4属l時に支払われ

る賃金、(5)1 カ月を超える期間ごとに支払われる賃金（賞与

期末手当など）、(6）時間外労働・休日労働に対して支払われる

賃金及び深夜労働に対する割増部分の賃金 

r 

広
報
紙
の
早
期
配
布
に
こ
協
力
下
さ
い
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